
 

北神宮寺遺跡通信 №７ 
きたじんぐうじいせき つうしん          2007 年 11 月１日 

 

 

■ 調査もいよいよ終盤です 

 

 8 月 16 日の猛暑の最中から始まった発掘調査も２か月半が過ぎ、朝夕の冷

え込みに肌寒さを感じる季節になりました。この間天候にも恵まれ、計画通り

調査を進めることができ、現在、調査区の 90％の発掘調査が終わろうとして

います。今後は、あと１週間程で発掘調査を完了し、調査の主体は、記録に残

すための測量や出土した土器等の整理作業に移っていき、12 月初旬にはすべ

ての調査を終了する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

調査区北東部分より遺跡を見渡す 

10/23 表土掘削最終日  削り込んで遺構調査 

竪穴住居発見！土の色の

違いが分かりますか？ 



 

 

 

■ 今回の調査でこんな遺物が出土しています 

 
  今回の調査では、古墳時代を中心に、弥生時代から江戸時代まで大変幅広

い時代にわたって大量の遺物が出土しました。 
 

■ 見学がありました （浜松市立伊平小学校 10 月 26 日） 
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10/18 発掘体験リピーター、井伊谷小
６年生、黒耀石も見つけました。 

竪穴住居から出土した土器(壺） 
＜古墳時代＞ 

鎌倉時代の短刀 江戸時代の墓から見つかった六文銭とかわらけ 

古墳時代の土器（甕） 

あいにくの雨の中での見学でした 

竪穴住居の中を発掘しました 

地元の遺跡の説明に興味津々です 

戦国時代の土鍋 


